
 

 

  

令和８年度 生徒指導体制 

堺市立東深井小学校 

1．事前 

≪積極的・予防的生徒指導≫ 

 ・東深井っ子の約束（ルールチェックシート） 

 ・教師による静謐な環境設定 

 ・ケース会議（日々の困り感を共有） 

 ・校内支援委員会 

 ・行動観察シート 

  問題行動早期発見のためにサインを見逃さない。 

  これらのサインがあった場合はさらなる児童理解を進め，指導の手を差し伸べる。 

客観的外観（見た目） 髪型，服装などにおいて，特異が目立つようになる。 

言葉遣い 投げやりで乱暴。指導に対して，言い逃れ，嘘，反抗，無視がある。 

友人関係・人間関係 急な人間関係の変化。孤立。本校児童以外との人間とのかかわり。 

学級，授業態度 欠席，遅刻，居眠り，無気力。授業や学校行事での私語や怠り。 

持ち物 教科書がなくても平気。高額な物，学校生活に不必要な物の所持。 

家庭 身体に傷やあざ。服装の乱れ。食事の有無。夜間の外出。 

 

≪対療法的生徒指導≫ 

 ・トラブル発生時，児童に怪我があった場合の対応。（現場教員はまず怪我の有無を確認） 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．当日 

≪問題行動の質に応じた段階的生徒指導≫ 

①東深井小学校の児童だから許されないこと➡指導，見守り。場合により保護者連絡。 

  （東深井っ子の約束に基づくもの。名札や黄帽の着用，校内での過ごし方など） 

②小学生・未成年だから許されないこと➡指導。保護者連絡。 

  （授業妨害，深夜徘徊，SNS上でのトラブル，金銭のトラブルなど） 

③人として許されないこと➡指導。保護者連絡，保護者来校。関係職員によるケース会議。 

  （器物破損，暴力行為，いじめなど） 

④命にかかわること 

  初期対応後，直ちに，管理職・生指主任・学年主任・担任よる会議。 

最初に現場にいた教員 

（発見・即対応） 

※複数の教員へ応援要請 

担任など 

（その場の収拾・指導・ 

     保護者対応など） 

養護教諭 

（怪我の手当て・医療施設

への連絡） 

学年主任（生指主任） 

（指導・対応指示など） 

 

生指主任 

（報告，連絡，相談） 

管理職 

関係諸機関 



 

 

  

校内における児童への支援や今後について方針をまとめる。 

≪生徒指導体制≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．事後 

≪継続的な生徒指導≫ 

・全職員で情報共有し，指導対象児童を学校全体で見守る。（職員会議，校内支援委員会，iシステム） 

・翌日の保護者連絡，一週間後の保護者連絡（児童の様子や対応のお礼）。保護者とも継続的に繋がる。 

児童の問題行動 

事実確認（本人，周囲の児童，加害者，被害者等） 

・事情は個別に聞くが，必ず複数名・両者から聞き取りを行う。 

・問題行動が大きい場合は，複数名の教員で対応に当たる。手分けして状況聞き取り。 

・事象はすべてメモを取る。関係者名，場所，状況，会話，原因，怪我の有無など。 

情報共有 

・聞き取った話を教師間で摺り合わせ，共有する。 

・話の食い違い，細部の情報の欠落があった場合は，必要に応じて再度，複数名  

 から聞き取りを行う。→食い違いが解消できない場合も想定する。 

※人権侵害，決めつけになってはならない。 

特別な指導可否判断 

・校長が特別な指導が必要どうか決定する。 

生徒指導主任 

の役割 

・役割分担 

・情報収集 

・方針，指導 

・記録管理 

内容別中心的 

役割分担 

・クラス内 

 →学級担任 

・学年内 

 →学年主任 

・学年を跨ぐ 

 →各学年主任 

 生指主任 

・学校全体 

 →生指主任 

指導の方針決定 

・一歩踏み込んだ指導の際，主導権をどこに置くか決定する。 

・指導の段取りを組む。（指導の時間，授業の段取り，指導に関わる教員など） 

・被害者がいる場合は，指導後の加害者とのかかわりについて検討。 

指導 

・周囲を含む聞き取り内容を確認。 

・児童の意思を確認し，謝罪等を行う。 

・課題と今後の展望，約束を示す。 

※指導対象児童が納得ないまま話を進めない。 

保護者へ連絡（可能であれば，当日，指導対象児童と担任が一緒に下校し，直接話をする。） 

・事実確認が取れていること，児童が納得していること，話し合った今後の展望を中心に伝える。 

※指導対象児童のよりよい今後を願っての指導と話し合いの場であることを忘れてはいけない。 

原則，当日解決！！ 

初期対応を迅速に。 

※記録の保管（複数名による） 

・本校においては，校長・教頭・生指主任。 

・児童フォルダを活用すること。 


